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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2025-2026年度クラブ方針 

「例会に出席しよう 

      みんなに会おう」 

上野山（捷）君：篠崎哲史様、渋谷久美様、ようこそ有田Ｒ

Ｃへお越し下さいました。本日の卓話よろしくお願い致

します。 

橋爪（正）君：篠崎様、渋谷様、本日の卓話よろしくお願い

します。 

中村君：篠崎様、渋谷様、ようこそ有田ＲＣへ。卓話楽しみ

です。坂本300号おめでとう！最高です！ 

宮井君：湯浅税務署長 篠崎哲史様、総務課長 渋谷久

美様、ようこそお出で下さいました。卓話よろしくお願い

致します。 

松村君：きのくに信用金庫で固定資産税を払ってきまし

た。所得税はほとんど払っておりません。湯浅税務署 

篠崎哲史様、渋谷久美様、お話楽しみにしています。 

中元君：渋谷久美様、本日の卓話よろしくお願いいたしま

す。 

上野山（栄）君：湯浅税務署 篠崎署長、渋谷課長、ようこ

そ有田ＲＣへお越し下さいました。 

井上君：久しぶりの例会ですね。篠崎様、渋谷様ようこそ

有田ＲＣへ。 

菅原君：篠崎署長様、渋谷課長様、ようこそ有田ロータ

リークラブへ。本日の卓話宜しくお願い致します。勉強

させて頂きます。 

川口君：本日は湯浅税務署より篠崎署長様、渋谷総務課

長様、ようこそ有田ＲＣへ。卓話宜しくお願いいたしま

す。勉強させていただきます。 

 

 

〔クラブ管理運営委員会 松村副委員長〕 

本日の出席者１８名／２４名     

（うち出席規定免除者７名／７名）  

 

 

 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第３１５１回例会） 

令和８年5月14日(木）  

〔木本会長〕 

 

 

〔クラブ管理運営委員会 橋爪（誠）委員長〕 

ゲスト：湯浅税務署長 篠崎 哲史 様 

     湯浅税務署 総務課長 渋谷 久美 様 

 

 

〔クラブ管理運営委員会 橋爪（誠）委員長〕 

会員誕生：中元 耕一郎君（5/18） 

配偶者誕生：中元礼子さん（5/1）、上野山りかさん（5/16） 

〔川口SAA〕 

木本君：湯浅税務署長 篠崎哲史様、総務課長 渋谷久

美様、ようこそ有田ロータリークラブへ。本日の卓話宜

しくお願い致します。 

児嶋君：湯浅税務署長 篠崎哲史様、総務課長 渋谷久

美様、ようこそ有田ＲＣへ。本日の卓話「知っておきた

い相続税のポイント」勉強させていただきます。よろしく

お願い致します。 

石垣君：湯浅税務署長様、渋谷総務課長様、ようこそ有

田ＲＣへ。本日の卓話宜しくお願い致します。 

岩橋君：篠崎哲史署長様、渋谷久美総務課長様、ようこ

そ有田ＲＣへ。卓話よろしくお願いします。 

  令和８年５月２１日 第３１５２回 

・外部卓話：みやもと かずあき氏（絵本作家） 

 「絵本作家 還暦デビュー」 

・ソング：「四つのテスト」 

  令和８年５月２８日 第３１５３回 

・次期会長の時間 

 菅原 佳典 会長エレクト 

・ソング：「我等の生業」 

１ 

点  鐘 

開催日 

３１５１ Nｏ． 

島 海碩 書 

今月の誕生祝 

ゲストの紹介 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

会 長 

幹 事 
ｸﾗﾌﾞ広報小委員長  

木本 隆昭 

児嶋 正人 

福田 一由 

5月お誕生日 

（右）中元 耕一郎君 

 

 おめでとう 

    ございます！ 



２ 

青少年奉仕月間 

〔木本会長〕 

 みなさん、こんにちは。先月4月23日の

さくらんぼ園でのローテーションデーと

ロータリーデーへの出席有難うございま

した。野田理事長の卓話を拝聴し、理事

長のハンディキャップをもった子供たち

の成長に対する熱い思いに私は深い感

銘を受けました。そして、園児の皆さんに

遊具を寄贈し一緒に遊んだことは、園児たちの健やかな

育成への支援になるとともに、われわれにとっても心の成

長に繋がったような気がします。 

 さて、ゴールデンウィークも過ぎ風薫る季節となりまし

た。5月はロータリーの青少年奉仕月間です。これは、若

い人々の育成を支援するすべてのロータリー活動に焦

点をあてる月間です。今年度有田ロータリークラブでは、

3つの青少年奉仕事業を開催しました。一つ目は令和8

年1月25日開催の実業団選手の方々を先生に招いての

サッカー教室、二つ目は同年2月11日開催の有田ロータ

リーカップ サッカー大会、そして三つ目が先程お話し

た、さくらんぼ園への遊具の寄贈と園児とのふれあい事

業です。 

 有田RC主催の今年度の青少年奉仕事業は全ての予

定を終えましたが、6月13日のわんぱく相撲有田場所へ

の支援と出席なども理事会で決定しております。 

 また、5月17日日曜日、2025－26年度新旧クラブ青少

年奉仕委員長会議が開催されます。有田RCからは今年

度奉仕プロジェクト委員会 北畑副委員長が出席予定で

す。この会議では2640地区で行われているさまざまな青

少年奉仕活動の説明や、インターアクトクラブ及び青少

年交換プログラムの概要などの説明、そして勉強会など

が盛り込まれています。北畑君にはしっかりと学んできて

いただき、次年度委員会への引継ぎをお願い致します。 

 

〔児嶋幹事〕 

1.2026‐27年度 第2640地区オンツー委

員長からの協力のお願いが届いていま

す。 

2.第2640地区から報告がございます、当

地区の北野治義ガバナーですが本年3

月初旬より体調不良のため入院療養し

ており、現時の状況としては、残任期間

につきガバナーとしての職務が遂行できないと判断さ

れます。つきましては、副ガバナーである谷宗光パスト

ガバナーが後任を努める様になりました。 

3.紀伊RC設立総会の案内が届いています。 

4.財団室NEWSが届いています。 

5.田辺東RCから週報が届いています。 

6.5月のロータリーレートは160円です。 

7.ハイライトよねやま314が届いています。 

8.最後に例会変更の案内を後方のホワイトボードに掲示

しています。 

 
 

※クラブ管理運営委員会〔橋爪（誠）委員長〕 

 5/31 10：30～ リソルゴルフ場にて新入会員歓迎ゴル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フ、その後TAKUMIにて親睦会を開催します。 

 

 

 

  

  湯浅税務署 総務課長  

  渋谷 久美 様 
  

 

 

「知っておきたい相続税のポイント」 
 近年、相続税は「一部の資産家だけの税金」ではなく、

より身近な税金となっています。全国で亡くなられた方の

うち、相続税の課税対象となる方の割合は年々増加して

おり、現在では約10人に1人が相続税の課税対象となっ

ています。 

 相続というと、「財産をどう分けるか」という問題として捉

えられがちですが、その分け方には、相続人同士の感情

や、それまでの家族関係が大きく影響する場面も少なく

ありません。 

 例えば、遺言書が作成されていても、財産の分け方を

きっかけに争いに発展するケースがあります。最近は、家

族への感謝や思いを付言事項として記載する遺言書も

増えており、読んでいて胸が詰まるような内容に出会うこ

ともあります。一方で、そうした思いが書かれていても、遺

留分どを巡って争いになるケースもあります。 

 相続は、単なる税金の問題ではなく、家族の思いや、

長年築いてきた関係性も表れる場面だと感じています。

「まだ先の話」と思っていても、実際には突然向き合うこと

になる場合も少なくありません。元気なうちから家族で話

し合い、準備を進めておくことの大切さを改めて感じてい

ます。 

 また、近年は、生前贈与に関する制度改正に加え、非

上場株式や貸付用不動産の評価見直しも大きな話題と

となっています。特に非上場株式は、市場価格がないた

め、「売れない株式をどう評価するのか」という難しさがあ

ります。現在は、会社の利益や純資産などを基に評価さ

れていますが、評価方法によっては実際の会社の価値と

の間に大きな乖離が生じるケースもあります。 

 さらに、グループ会社への資産移転や種類株式などを

利用し、相続税評価額を下げるスキームも問題視される

ようになっています。 

 非上場株式の評価については、国税庁で有識者会議

を設置し、評価方法の見直しに向けた議論が進められて

おり、大きな見直しにつながる可能性もあることから、今

後の動向が注目されているところです。 

 

 

 

 

 

閉会・点鐘 〔木本会長〕 

 幹事報告  

 卓 話 

委員会報告 

会長の時間 

例会風景 


